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（5kl） 

常用系 

大熊線１号 

電源系の多くがT/B、C/Bに設置さ
れており、建屋内に水が流入した
ため使用できなくなった。 

各機器の運転のため
に必要な冷却海水ポ
ンプが津波により使
用できなくなった。 

非常用ディーゼル発電機（D/G）についても冷
却用の海水ポンプが使用できなくなるととも
に自らも水没した。 ICのPCV内側弁については、交

流電源駆動で、全交流電源喪失
で操作できなくなった。 

直流電源（DC）について
もC/Bに設置されており、
建屋内に水が流入したた
め使用できなくなった。 

HPCIポンプ起動に必要な補機（補助油ポンプ等）直流
電源が喪失したため、HPCIが使用できなくなった。 

冷却系海水系 

D/G：非常用ディーゼル発電機 
M/C（高圧配電盤）:所内高電圧回路に使用する動力電源盤 
P/C（パワーセンター）:所内低電圧回路に使用する動力電源盤 
MCC（モーターコントロールセンター）:小容量の所内低電圧回路に使用する動力電源盤 
D/C：直流電源 

D/G1B 

？ 

冷却水106t/1基 
持続時間8h/2基 

直流電源喪失時に隔離弁閉
信号発信により閉動作した。 

↑ 

？ 

単独では使用可能であるが、
他設備の影響で使用不可 

冷却海水 
ポンプ 
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